
 

令和２年 ３月１９日 最終号 

古賀市立古賀東中学校 

     校 長  松 本  修 

生徒数 ３５５名 

 男子 女子 合計 

１年 59 52 111 

２年 75 57 132 

３年 51 61 112 
 

 

 
２月２２日（土）・２３日（日） 

県中学校技術・家庭科作品展
が開催 
２月２２日（土）・２３日（日） 第 22回
福岡県中学校 技術・家庭科作品展（ウ
ェルとばた 交流プラザ）が開催されまし
た。その中に、糟屋区中文連 技術・家庭
科の部で優秀賞になった、 
２の４ 清原 颯くん「本棚」（写真右上）
と 2の１豊田 愛紗さん「布一枚でつくる
ポーチと万能ティッシュポーチ」（写真右
下）が展示されました。糟屋区だけでな
く、さらに多くの方々に観てもらうことが、
さらなる飛躍に繋がります。 
来年度も活躍を期待しています。 

 

３月２日（月）～３月２４日（火） 

新型コロナウィルス感染症の拡大
防止のため、臨時休校が始まる。 
２月２７日（木） 突然の臨時休

校の要請が発表され、古賀市も３
月２日（月）から休校に入りまし
た。 
生徒の皆さん、保護者の皆様

には、ご苦労をかけていると思い
ます。 
しかし、この事態だからこそ        【3/１０なの花畑】 
「＋感」で生活していきましょう。      
皆さんに先生たちもしっかり寄り添います。 
下記に、３月13日（金） 毎日新聞朝刊に中学3年

生が投稿した作文を紹介します。 

 

 
 
 
 
 

３月１３日（金） 
第32回卒業証書授与式を挙行 
３月１３日（金）  第32回卒

業証書授与式を挙行しました。 
過去に誰も経験したことが

ない３０分という制約、練習も
殆どしていない中で、卒業生は
素晴らしい式を創りあげまし
た。 
この素晴らしい卒業式にな

るよう本校職員も準備をしてき
ました。卒業生は勿論、保護者
の皆様のご協力、諸先生方に
は感謝しようがありません。 
このような卒業生の餞（はな
むけ）に「感謝」と「共生」の言
葉を伝え、手紙を渡しました。 
予測困難の社会であっても、 

「感謝を忘れず、生きて、生きて、
生き抜いて」いってください。 
３年間、君たちと過ごせて楽

しかった。ありがとうございました。 
※答辞を裏面に掲載しています。 

 
 
 
４月の行事（予定） 
  ６日（月） 離・赴任式 前期始業式 

 ８日（水） 入学式準備 

９日（木） 第３３回 入学式 

１０日（金） 発育測定  2・3 年生 PTCA 役員決め 

１４日（火） 部活動紹介 

１６日（木） 全国学力状況調査 1･3 年生耳鼻科検診 

２０日（月） 生徒総会 

２１日（火） 眼科検診 生徒会入会式 

22日（水） 1 年心臓検診 尿検査 部活動生集会 

２３日（木） 尿検査 1年生・2年生の1・2組内科検診 

２４日（金） 尿検査 ブロック結団式 

２５日（土） ＰＴＣＡ総会・授業参観 部活動保護者会 

振替休日（5 月 18 日） 

２７日（月） 体育会全校練習開始 

２９日（水） 昭和の日 

※定時退校日 

※部 休 日

※朝弁＆朝弁 

8・１５・２２ 

８・12・15・19・２２ 

未定 

※裏面に続きます。 

真実の泉 

東風魂四訓 「あいさつ」「感謝の心」「時間厳守」「環境美化」 

【古賀東中Facebook】と【古賀東中ＰＴＣＡ Facebook】を公開中!! 

回覧 



＜卒業生 答辞＞ 

     卒業生代表（元生徒会長）  松本 遙 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 不安を少し抱えながらも、 
「中学校生活が始まる。 
と言うワクワクで一杯だっ 
たあの日、私たちは古賀 
東中学校に入学しました。 
私たちはとても落ち着き 
がなく、周りに迷惑を 
かけたこともありました。しかし、この元気なエネル
ギーは私たちを前向きにしてくれるものであり、魅
力でもありました。 
  後輩ができた２年生。行事ごとに「君たちは先輩
だからお手本を見せなければならない。」と言われ、
自分勝手な行動はできないという意識が高まりまし
た。落ち着きがなかった私たちにメリハリができるよ
うになり、少しずつ成長していきました。 
最上級生の３年生になって。すぐに、「最高に格

好いい３年生になって卒業しよう。」という目標を生
徒会役員で決めました。「最高に格好いいなんて本
当になれるのか。」と最初は不安でした。最上級生
という言葉に慣れない私たちでしたが、ことある毎
にこの目標を合い言葉にしてきました。体育会では
今までリーダーの経験がなかった人もリーダーとな
り、そして何より３年生全員が大きな声を出して、下
級生のお手本となり格好いい姿を見せてくれまし
た。学年で大きな問題が起こり、目標が遠ざかりそ
うになった時も、私たちは解決に向けて真剣に考
え、最高に格好いい姿に近づこうと努めてきました。
それは、東風魂四訓唱和と校歌斉唱にも現われて
います。１年生の時から「先生から大きな声を出し
なさい。」と言われ続けてきた私たちが変わりまし
た。それは、卒業式練習での「東風魂四訓唱和と校
歌」を聞いて思ったのです。私たちの声が自信に満
ち溢れ、力強いものになっていると。私はこの声を聞
いてとても感動し、「みんなと同じ学年でよかった、
幸せだな」と思いました。保護者の皆様、私たちの
「東風魂四訓唱和と校歌」を聞いて、成長を感じて
ください。 
急遽、まだまだ続くと思っていた学校生活は突

然、終わりました。友達と勉強を教え合うことや給食
を笑いながら食べること、普段は面倒だと思ってい
る掃除ですら、今となっては懐かしく、大切な時間だ
ったと感じます。卒業式がなくなった学校もありま
す。今ある当たり前のことは当たり前ではなく、この
瞬間は感謝すべき時間です。この気持ちを大切に
持ち続けていこうと強く思います。 
先生方、在校生のみんな、数々の行事でお世話

になった方々のおかげで、立派な卒業式を迎えるこ
とができました。本当にありがとうございました。今、
私たちは感謝の気持ちを胸に、最高に格好いい姿
で古賀東中学校を卒業します。 
最後に、お父さん・お母さん・家族のみんな、１５

年間支えてくれてありがとうございました。これから
もよろしくお願いします。           （一部省略） 

   令和２年３月１３日 

古賀東中学校１・２年生の皆さんへ 
 
まず令和元年度の最後に、約三週間の臨時休校

となりましが、皆さんたちはよく我慢し、無事に生き

ていることに感謝します。  

また、このような形で修了証を渡すことを大変申

し訳なく思っています。  

さて、令和元年度の古賀東中学校での学習は楽

しかったですか。自己成長はできましたか。 

その基準は、自己有用感（他者の役に立つと実感

すること）を持てる場面が多くあったかどうかです。

自己満足だけでは成長はありません。自分の行動

が自分と他者の役に立つことが成長です。 

それが生きる行動であり、生徒会が目指す「日本

一温かい学校」です。 

そう考えると、まだまだですよね。私も同じです。 

その成長のために、１年後の未来を描き、それを

達成するために小さな目標を立て、計画的に「生き

る行動」を続けてください。 

この非常事態で、修了式や４月の始業式がどう

なるか分かりませんが、残りの臨時休校や１２日間

の春休みで、休み中の課題の答え合わせをし、さら

に復習しておいてください。また、食べることや睡

眠、運動も大切です。スマホもいいですが、家の人

に了解を得て、うちの庭や公園、小中学校などで外

遊びをすることも学習です。 

この状況をよい機会と捉えて、エネルギーを蓄

え、新学年になるにふさわしい準備をしておいてく

ださい。 

４月、皆さん全員と会えるのを楽しみにしていま

す。 
  保護者･地域の皆様、今年度、このような形での
挨拶となりましたが、本校へのご支援とご協力、誠
にありがとうございました。来年度もよろしくお願い
いたします。                   

令和２年３月１９日 
    古賀市立古賀東中学校 

       校  長   松 本    修 

 

卒業生への伝言（国語科 持田 恵子 書） 


